
(未来探究・特進国際 コース）

○生徒数（令和４年５月１日現在）

○授業 ○学校行事

〇研修旅行　

　〒625-0026
舞鶴市字泉源寺766
Tel.0773-62-5510
Fax.0773-62-1451

○普 通 科 東高口バス停から徒歩６分

■１年生全クラス数学・英語習熟度別授業

○全国大会等の活躍（近年の実績）
全国高等学校総合体育大会出場(ボート部)
全国高等学校選抜ボート大会出場
近畿高等学校選手権水泳競技大会出場
京都府高等学校バドミントン新人大会出場
全国高等学校総合文化祭出場・出品
（書道部・美術部）

専修・各種学校 59 44 55

5
39

短期大学(公立含む) 11 9 16
4年制大学

女 92 75 64 231

公務員・看護学校 15 17 14

65 57

男 67 69 73 209

Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３
国公立大学（海外含む） 5 3

就職 39 28

　　　～ 東舞 Innovation ～

学校生活(令和４年度入学生)

部活動(令和４年度設置状況)

京都府立東舞鶴高等学校

学校概要(創立　昭和15年2月)　全日制課程 進路状況 (現役生の進路先別実数)

1年

その他 9 9 5

2年 3年 計

34

２
・
３
年
生

教育システム　　　　　コース決定：　１年次…希望調査と合格発表後の学力診断テスト等により決定　2年次…進路希望に応じて決定

学校の特色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１
年
生

■全学年全クラス週２回７時間授業

■未来探究コース  沖縄方面（３泊４日）

■特進国際コース　国内（３泊４日）予定 ■イギリス1名　■オーストラリア3名　■アメリカ1名

■４月 遠足　 ■６月 体育祭
■７月 演劇鑑賞・英語キャンプ■８月 夏の体験セミナー
■９月 文化祭　■10月 東高展＆東高セミナー
■12月 研修旅行・大学入学共通テスト対策補講

　　　　　　　　写真部・ボランティア部

○短期留学（令和元年度）

○体育系　　ボート部・バドミントン部・剣道部・バレーボール部

　　　　　　　　硬式野球部・ソフトテニス部・陸上競技部・サッカー部

　　　　　　　  バスケットボール部・卓球部・柔道部

○文化系　  ESS(英語)部・吹奏楽部・書道部・美術部・茶道部

　　　　　　　　華道部・科学部・パソコン部・SF部・放送メディア部

進路先 年度

東舞鶴高校

舞鶴東ICJR東舞鶴

GSR27
福井県

スカートは英国の「キンロックアン

ダーソン社」認定で世界にひとつ

だけのオリジナルチェック柄です。

教育目標： 舞鶴地域の公立高校として、地域に根ざした教育活動を推進し、

地域の活性化を図るとともに、 地域から信頼される学校づくりを目指す。

地域と繋がる
総合的な探究の時間や部活動、生徒会

活動を通して、京都府や舞鶴市、地元企

業、小中学校と連携し、実践的な学びを

推進しています。

海外留学支援、異文化交流や国際理

解講演などを通して、豊かな国際感覚

をはぐくむ教育を推進しています。

世界と繋がる

・国際教育講演会 ・JICA訪問 ・海外への研修旅行

四大、短大、専門学校、就職、希望進路

に応じた幅広い学習を展開しており、

就職希望者の就職率は例年100％です。

未来と繋がる

←ロータリークラブ模擬面接

・保育園実習

・進路別講演会

・就職補講

・公務員講習

標準クラス

発展クラス

基礎基本の着実な定着を図ります。英語・数学は習熟度別クラス編成になります。

応用力の養成を図り、大学受験に向けた授業を展開します。英語・数学は習熟度別クラス編成になります。

未来探究

コース

特進国際

コース

基礎基本の着実な定着を図るとともに、私立４年制大学・短大・専門学校・就職の幅広い進路に対応します。

各教科の科目をバランスよく学習し、総合的な学力を育成します。また、豊富な選択科目の中から自分の興

味・関心や希望進路に応じた科目選択ができます。

応用力の養成を重視し、より高い思考力・判断力・表現力等の育成を図ります。人文系・数理系に分かれ、

発展的、探究的な学びを取り入れながら、特色ある英語科目を設置して英語運用能力を高めます。国公立

大学を含めた４年制大学への進学を目指します。

卒業生からのメッセージ

庄司 志織音さん・龍谷大学

（令和３年度国際文理コース卒業)

進路別ガイダンス↓

↓国際交流員や留学生との交流

↓マイガクⅡ発表会

←保育施設へ絵本を寄贈

・ボランティア清掃

・東舞鶴駅作品展示

進路を決める際、担任の先生が一緒に自分のやりたいことを考えてくれたり、教科につい

ても理解できるまで教えてくれたり、親身に支えてくれました。また、ボランティア部での活

動を通して、人が喜ぶ顔をたくさん見ることができました。卒業後もボランティア活動を継

続し、たくさんの人を笑顔にしていきたいです。入学前は自分に自信が無かったけれど東

高での授業や部活、受験の経験から「やればできる」と思えるようになりました。


